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も
し
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あ
な
た
と
同
じ
よ
う
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立
場
の
人
が
い
た
ら
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何
を
言
っ
て
あ
げ
る
か
、 

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
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そ
れ
が
、 

今
の
あ
な
た
に 

必
要
な
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

是
非
、 

ご
自
身
に
も 

優
し
さ
を
向
け
て
あ
げ
て
下
さ
い
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いわき市 小野深雪さん （現：千葉県松戸市） 

 

主人と二人の娘と、お腹の赤ちゃんと避難してきました。原発事故の爆 

発シーンを見て避難を決めました。いわき市の自宅周辺では、「屋内退避」 

窓も閉めるようにとのアナウンスが流れていましたし、臨月のお腹でした 

から、産まれる前に動かなければとの思いもありました。横浜の兄弟の家 

を目指しましたが、交通渋滞のためなかなか進まず、近くの役場で状況を 

聞こうと立ち寄ったのが松戸市役所でした。丁度、避難所開設が整ったと 

のことで、お寺の避難所に行きました。市役所で病院を探していただき、 

４／１無事長男を出産しました。娘たちは、お寺の近くの小中学校に通う 

ことになり、学校や友達が変わったことでストレスを感じていました。 

長女は中三になったので、受験のこともあり不安だったと思います。主人 

は、２ヶ月間の育休を取ってくれました。その後は、いわきと松戸で別々 

の生活になりましたが、主人が仕事を退職し、松戸で仕事を探し就職したので、家族みんなで暮らす

ことになりました。 

もうすぐ長男は５才になります。子ども中心の生活で、あっと言う間に時間が過ぎた感じです。こ

れまでは、「いわきに戻ろうか？」と気持ちは揺れていましたが、来年長男が小学校入学することも

あり、しばらくは松戸に住もうと思っています。平成 29 年 3 月で住宅支援が打ち切られるので、こ

の近所で住宅を探そうと思っています。 
 

 

 
 

 

わたし千葉
こ こ

で元気にしています！ 

 
                          

情報紙「縁 joy」は、福島県ふるさと・きずな維持・再生支援事業として 

東日本大震災で被災し、千葉県内で暮らす皆様の不安や悲しみが少しでも軽減されるよう 
そして被災者に対しての理解が広まることを願って作成、発行しています。 

 

 

三女（1 歳半）も松戸で産ま

れ、６人家族になりました。 

 

平成 28 年 2 月 11 日（祝）山武市 森のじかん 講演会＆交流会 開催 

福島県出身のなすびさんの講演会「福島の今、これからを語り合う」 

 
「まだ先の見えない不安と思いますよ、皆と一緒に声を上げ戦って行きましょう。“あきらめず”」                             

（福島県・Ｔさん） 

「今すぐに行動しましょう！！どんな時でも今ここにいる自分が一番若い！！ 

初めてのこと、ワクワクしながらしていきましょう❤人生たのしむ(*^_^*)」  （福島県・Ｉさん） 

「大好きな福島へ また遊びに行きます。健康第一で頑張りましょう！！」    （千葉県・Ｍさん） 

「復興住宅を便利の良い場所へお願いします。楽しいイベントを！！」      （福島県・Ｗさん） 

「早く美しい浪江の姿が取り戻せればいいですね  （福島県・Ｍさん） 

 

Ｈ27.11.28「縁 joy・東北2015」来場者より 

 

主催・申込み・問合せ： 特定非営利活動法人 ちば市民活動・市民事業サポートクラブ  

               担当：風間・鍋嶋  電話 043-303-1688  E-メール npo-club@par.odn.ne.jp 

 

開催日：平成 28 年 3 月 9 日（水）14：00～16：00 

講 師：NPO 法人阪神淡路大震災よろず相談室  

理事長 牧 秀一 さん 

会 場：千葉市文化センター ５階 セミナー室 

       （千葉市中央区中央 2-5-1） 

対象者：東日本大震災の被災者・被災地支援者、 

被災当事者、他 

定 員：50 名    

 

 

 

 

福島県 ふるさと・きずな維持・再生支援事業 

「阪神淡路大震災後の 20 年間の支援から学ぶ」 

 

理事長 牧秀一         

（前略）阪神淡路大震災から 20年が経過したいま、復興住宅はさらに高齢化が進み、孤独死や自殺が起きるなど、

前向きに生きることが困難な状況にあります。あの震災を生き延び、助け合って生きてきた人々が次々と仲間を失っ

ていく、しかしそれでも、独りではないと伝え続けます。（中略）私たちの活動は、専門家による治療やサービスではあり

ません。普通の人として肩肘を張らず、「何をするものでもなく、なんとなく、ずっとそばにいる」ことで、心を開いた本音

の会話が生まれます。人は人によってのみ救うことができる。私たちが出会った人達が、少しでも前向きに生きてほし

いとの願いを込めて。 

 

「よろず相談室」は、阪神淡路大震災直後から 20 年

間、寄り添い型の支援を続けています。これまでの経験

を、東日本大震災支援に役立てようと東北でも活動をさ

れています。 
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